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鳥類によるスダジイタマバエ幼虫の捕食事例 

Predation by birds on larvae of Schizomyia sp. (Diptera: Cecidomyiidae) 

leaving infructescence galls on Castanopsis sieboldii (Fagaceae) 
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はじめに 

 

スダジイ Castanopsis sieboldii は伊豆諸島に自生する唯一のブナ科植物であり、オ

ーストンヤマガラ Parus varius owstoni（スズメ目シジュウカラ科）（樋口, 1975）や

カラスバト Columba janthina（ハト目ハト科）（山階, 1936）、様々な昆虫類（岸・加藤, 

2012）がその種子を利用することが知られている。 

近年、伊豆諸島南部の三宅島や御蔵島、八丈島、青ヶ島においてスダジイタマバエ 

Schizomyia sp. （ハエ目タマバエ科）の大発生が続いている（徳田, 2013）。本種はス

ダジイの花序（果序）にスダジイハナエダフクレフシと呼ばれる虫えい（虫こぶ）を形

成する（図 1）（Tokuda et al., 2013）。虫えいが形成された果序には種子が形成されな

くなるため、本種の大発生はスダジイの種子生産量を激減させ、種子食性の生物に多大

な負の影響を及ぼしていると考えられる。 

一方、タマバエの大発生により、樹上には多数の虫えいが形成され（図 1）、秋から冬

にかけては虫えいから本種の終齢幼虫が大量に地面へと落下する。これらの虫えい内や

虫えいから落下した幼虫は、昆虫食性の鳥類などにとって餌資源として利用される可能

性がある。そこで本研究では、三宅島において鳥類によるスダジイタマバエの虫えいや

落下幼虫の利用状況を調査した。 
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図 1.スダジイタマバエによる虫えい 

（三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館の敷地内にて撮影） 

 

調査方法 

 

樹上の虫えいの調査は 2013 年 12 月 8 日の午前中に三宅島南部にある三宅島自然ふれ

あいセンター・アカコッコ館の敷地内、および、同日午後に同じく島南部の大路池の周

辺で実施した。それぞれ4台のビデオカメラを用い、午前10時から正午の間に約4時間、

午後 1 時から午後 3 時の間に約 6 時間、スダジイの虫えいが多数形成された枝を撮影し

た。それぞれのカメラは異なる株を対象とし、各 50〜100 本の当年枝が撮影されるよう

に配置した。 

落下幼虫の調査は 2016 年 12 月 15 日から 2017 年 1 月 7 日の期間中の 5 日間、三宅島

自然ふれあいセンター・アカコッコ館の敷地内で行った。敷地内のスダジイに形成され

た虫えいから終齢幼虫（図 2）を採取し、地中に潜れないよう直径 15cm 程の平皿に 20

匹～100 匹を入れ（図 3）、さらに風の影響や移動による脱出が考えられる時は予防のた

め、上部の空いた発砲スチロール製の箱に入れた。その後屋外に設置し、任意の時間に

直接観察を行ったほか、12 月 22 日および 1 月 7 日にはビデオ撮影も同時に行い、捕食

に来る野鳥を記録した（図 4）。 
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図 2.採取したスダジイタマバエの終齢幼虫（丸で囲んだ部分） 

 

図 3.直径 15cm 程の平皿に入れた幼虫 

 

図 4.発砲スチロールの箱に入れ屋外に設置した様子 
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結果および考察 

 

樹上の虫えいのビデオ撮影の結果、鳥類の来訪は確認されなかった。筆者らのこれま

での観察でも鳥類による樹上の虫えいの摂食は確認されていないことから、虫えいは種

子食性の鳥類には利用されておらず、昆虫食性の鳥類も虫えい内の幼虫は餌資源として

認識していないことが示唆される。 

落下幼虫の直接観察では、鳥類による捕食行動は確認されなかったが、供試した幼虫

は、回収時にはすべてなくなっていた。前述のとおり、風による飛散や移出の可能性は

少ないため、いずれも野鳥などによって捕食されたものと推察された。 

ビデオ撮影の結果、2017 年 1 月 7 日にウグイス Horornis diphone（スズメ目ウグイス

科）による捕食の様子が確認された（図 5）。映像では幼虫の入った皿を訪れてから飛び

去るまでの約 15 秒の間に 20 匹ほどの幼虫をすべて捕食した。ウグイスは、アカコッコ

館の敷地内において、タマバエ幼虫が落下している地面で何かをついばむ様子がしばし

ば観察されているため、普段から、タマバエ幼虫を捕食している可能性が高いと考えら

れた。このように、捕食時間が非常に短いため、任意の時間における直接観察では捕食

の様子が確認されなかったものと考えられる。また、ビデオ撮影時に用いた幼虫は、採

取日より日数が経過しており、すでに死んでいるか不活性の状態であった。状況にもよ

ると思われるが、タマバエの死体も捕食することが確認された。 

今回の調査では確認できなかったが、過去のスダジイタマバエ幼虫の発生時期には、

同場所においてシジュウカラ Parus minor(スズメ目シジュウカラ科)、ヒガラ Periparus 

ater(スズメ目シジュウカラ科)、ミソサザイ Troglodytes troglodytes（スズメ目ミソ

サザイ科）、クロジ Emberiza variabilis（スズメ目ホオジロ科）が頻繁に地面で採餌し

ている様子を確認し、島北西部の薬師堂でもジョウビタキ Phoenicurus auroreus（スズ

メ目ヒタキ科）が地面で採餌している様子を確認している。タマバエ幼虫は体長 3mm
ほどと非常に小さく、双眼鏡を用いた観察でも、その確認は著しく困難であったが、採

餌箇所は、タマバエ幼虫が多数落下していた場所であり、タマバエ幼虫以外には餌資源

となり得るものが見当たらなかった事から、これらの鳥類もタマバエ幼虫を採餌してい

た可能性が高いと考えられる。今後、センサーカメラなどを使用して記録をとることで、

より多くの種類の野鳥による採餌の記録が得られるものと考えられる。 
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図 5.ウグイスがスダジイタマバエの幼虫を捕食する様子 

 

これまで、脊椎動物による虫えいや虫えい形成者の捕食に関する知見は限られており、

国内では、屋久島でヤクシマザル Macaca fuscata yakui（霊長目オナガザル科）がモン

ゼンイスアブラムシ Sinonipponaphis monzeni（カメムシ目アブラムシ科）によりイス

ノキ Distylium racemosum（マンサク科）に形成された虫えいを割って、内部のアブラ

ムシを摂食する事例（Maruhashi, 1980; Hill et al., 1995）と、北海道でスズメ Aasser 

montanus (スズメ目シジュウカラ科)がケヤキ Zelkova serrata（ニレ科）やハルニレ

Ulmus davidiana var. japonica（ニレ科）に形成された虫えいをついばみ、内部のアブ

ラムシを捕食する事例が報告されているに過ぎない（Sunose, 1980; 湯川・桝田, 1996）。 

海外では、タンザニアでチンパンジーPan troglodytes（霊長目ヒト科）がキジラミ上

科(カメムシ目)の一種 Phytolyma lata により Chlorophora excelsa [= Milicia excelsa]

（クワ科）の葉に形成された虫えいや、グンバイムシ科の一種 Paracopium glabricorne

（カメムシ目）によりクサギ属の一種 Clerodendrum schweinfurthii （シソ科；かつて

はクマツヅラ科とされていた）の花蕾に形成された虫えいを摂食する事例（Goodall, 

1986）、米国でセジロコゲラ Picoides pubescens（キツツキ目キツツキ科）やアメリカ

コガラ Poecile atricapillus（スズメ目シジュウカラ科）がセイタカアワダチソウ

Solidago altissima（キク科）の茎に形成された虫えい内のミバエの一種 Eurosta 

solidaginis（ハエ目ミバエ科）の幼虫を捕食する事例（Weis et al., 1992 他）、イス

ラエルでシジュウカラがカイノキ属の一種 Pistacia palaestina（ウルシ科）の葉に形

成された虫えい内のハルカワネアブラムシ Paracletus cimiciformis（カメムシ目アブ

ラムシ科）を捕食する事例（Burstein and Wool, 1995）などが報告されている。 

タマバエ類に関しては、スダジイタマバエが属するハリオタマバエ族 Asphondyliini

では、宮崎県幸島のニホンザル Macaca fuscata fuscata（霊長目オナガザル科）がタブ

ノキ Machilus thunbergii（クスノキ科）の葉を好んで食べ、その際に、葉裏に形成さ

れたタブウスフシタマバエ Daphnephila machilicola （ハエ目タマバエ科）の虫えいや

内部の幼虫も食べると言う (Iwamoto, 1974)。しかし、日本ではタマバエの幼虫を直接

の対象とした脊椎動物による捕食事例は報告されていない（Tokuda, 2012; 徳田, 2014）。
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ヨーロッパではアオガラ Parus caeruleus（スズメ目シジュウカラ科）がヨシ Phragmites 

australis（イネ科）の茎に形成された米粒状の虫えい内のタマバエの一種 Giraudiella 

inclusa （ハエ目タマバエ科）の幼虫を捕食する事例（Tscharntke, 1992）が知られて

おり、米国では、アメリカコガラがバルサムモミ Abies balsamea（マツ科）の針葉に形

成された虫えい内のタマバエの一種 Paradiplosis tumifex （ハエ目タマバエ科）の幼

虫を捕食する事例（Osgood et al., 1997）、および、種名は不明であるが、鳥類がタマ

バエの一種 Dasineura ulmea（ハエ目タマバエ科）によりにニレ属植物（ニレ科）に形

成された虫えい内の幼虫を捕食する事例（Gagné, 1989)などが知られている。 

これまでの脊椎動物による虫えい形成者の捕食事例は、いずれも虫えい内に生息する

カメムシ目やハエ目幼虫が対象となっており、虫えいから脱出した幼虫に対する捕食の

事例は筆者らの知る限り報告されていない。これは、虫えい形成者が虫えいの内部に生

息している期間に比べ、虫えいから脱出して土中に潜るまでの時間は圧倒的に短いこと

や、今回のように虫えい形成者が大発生した状況でなければ、脱出した幼虫自体を探す

ことが困難なことなどが影響していると考えられる。 

上述のように、スダジイタマバエの大発生は、スダジイの種子生産量を大幅に低下さ

せるため、種子食性の鳥類にとっては大きな負の影響が及んでいる可能性がある。一方、

本研究から、大量に地面へと脱出するタマバエの終齢幼虫は、様々な昆虫食性の鳥類に

とって餌資源として利用されていることが強く示唆された。したがって、タマバエの大

発生は、地域における鳥類群集構造や個体群動態にも影響を及ぼしている可能性がある。

今後、スダジイタマバエの発生の程度と種子食性鳥類および昆虫食性鳥類の動態を比較

することにより、スダジイタマバエの大発生が鳥類群集に及ぼす影響を明らかにできる

と考えられる。 
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